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学
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3
月
は
卒
業
式
の
シ
ズ
ン
。
友
達

や
先
生
と
の
別
れ
は
や
は
り
寂
し
く
¥

な
れ
親
し
ん
古
学
び
全
口
に
も
未
練
が
あ

で
。
ド
ラ
イ
な
今
の
子
供
だ
ち
の
立
ち

い
る
の
は
親
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。

(題字:大久保景明先生害)

直
り
は
百
十

<
¥
4月
か
ら
踏
み
だ
す
新

し
い
世
界
へ
の
期
待
に
胸
は
ワ
ク
ワ
ク
。

つ
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
青
っ
て
く
れ
だ
L

進
学
や
就
職
と
¥
進
む
道
は
様
々
で

勇
輔
(
第
二
保
育
所

沢

す
、
ガ
¥
生
涯
の
友
や
人
生
の
恩
師
に
め

じ
い
ち
ゃ
ん
に
ラ
ン
ド
セ
ル
、
茨

城
町
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
あ
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
す
る
机
を
か
つ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

小
学
校
に
は
い
っ
た
ら
J
」
く
ご
。

を
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
で
す
。
そ
れ

と
、
ぽ
く
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
高

い
た
ま
も
と
れ
る
か
ら
野
球
を
し
た

い
で
す
。
(
保
育
毘
の
)
先
生
に
会

え
な
く
な
る
の
は
き
び
し
い
け
ど
、

た
ま
に
は
遊
び
に
こ
よ
う
と
思
い
ま

す
。
(
談
)

る
で
し
ょ
う
。

ぐ
り
会
え
る
こ
と
を
祈
り
疋
い
も
の
で

な
ど
と
¥

そ
ん
ほ
セ
ン
チ
な
気
分
も
卒
業
式
ま

い
つ
ま
で
も
感
胸
痛
に
浸
っ
て

す。

集

制

編

印

中
学
生
に
会
り
ま
す

派
な
中
学
生
に
な
り
た
い
で
す
。

麗
一
(
祝
町
小

小
学
校
を
卒
業
す
る
私
た
ち
。
中

学
校
へ
行
く
の
は
少
し
う
れ
し
い
よ

う
な
気
は
す
る
け
ど
、
小
学
校
を
離

れ
る
の
は
悲
し
い
で
す
。

仲
良
か
っ
た
友
達
と
も
ク
ラ
ス
が

別
々
に
な
り
、
別
れ
て
し
ま
い
ま

す。
で
も
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
仲
の
由
民

い
友
達
で
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
立

高
校

に
な
り
ま
す

諸
島
植
民
(
南

が
、
部
活
と
両
立
出
来
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

中

こ
の
4
汚
か
ら
始
ま
る
十
高
校
生
活

に
つ
い
て
、
抱
負
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
な
に
よ
り
も
部
活
。

自
分
自
信
の
た
め
に
、
絶
対
や
っ
て

お
き
た
い
。
自
分
で
は
、
運
動
関
係
の

部
活
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
て

次
に
勉
強
。
僕
は
英
語
が
得
意
な

の
で
そ
の
実
力
を
伸
ば
し
、
将
来
に

役
立
て
た
い
の
で
す
。
き
っ
と
今
ま

で
以
上
に
勉
強
が
難
し
く
な
り
ま
す

社
会
人
に
な
り
ま
す

桜

井

幹

郎

中，

僕
は
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
就
職

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
就
職
試
験
と

閏

接

が

行

わ

れ

た

。

合

格

通

知

が

届

一

い
た
。
い
よ
い
よ
実
社
会
に
出
る
こ

と
に
な
っ
た
。
入
社
日
が
近
づ
く
に

つ

れ

、

不

安

が

高

ま

っ

て

い

る

現

在

…

の

心

境

で

す

。

一

し

か

し

、

そ

の

不

安

を

は

ね

の

け

一

て

一

つ

一

つ

の

仕

事

に

精

一

杯

頑

張

…

っ

て

い

こ

う

と

忍

っ

て

い

ま

す

。

そ

一

や
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し
て
社
会
に
役
立
つ
人
間
に
な
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
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電器

野1
1 
控

日
臨

雷
太
流
時

地
方
自
治
法
第
別
条
第
2
項
に
よ
り
平
成
元
年
度
一
般
@
特

別
会
計
の
予
算
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
元
年
3
月
幻
自

竹

内

宏

大
洗
町
長

平
成
光
年
第
4
1
回
大
洗
町
議
会
定
期
会
、
ガ
、
去
る

3
月
9
巴

か
ら

3
月
刊
山
日
ま
で
の
刊
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
、
平
成
元

年
度
大
洗
四
歳
入
識
出
予
算
案
〈
一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
合

わ
せ
だ
総
額
制
犠

2
千
9
百
前
万
4
干
丹
〉
、
ガ
第
4
l
自
の
本
会

議
に
上
程
さ
れ
ま
し
だ
。
予
算
案
は
上
理
日
の
施
政
方
針
と
予

算
案
説
明
の
あ
と
、
第
3
日
自
の
総
括
質
疑
と
所
管
常
任
委
員

会
へ
の
信
託
、
休
会
中
の
第
6
・
7
日
の
面
白
に
お
け
る
常
任

委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
¥
在
常

任
委
員
長
報
告
の
あ
と
、
討
論
・
採
決
に
入
り
、
叩
臼
聞
に
わ
べ

だ
つ
て
の
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
司
決
決
定
さ
れ
ー

ま
し
だ
。

ま
だ
、
竹
内
宏
簡
畏
は
平
成
元
年
震
の
施
政
方
針
説
明
の
中

で
、
「
潜
の
あ
る
豊
か
な
海
浜
文
化
都
市
」
づ
く
り
を
自
指
す

当
時
に
お
い
て
は
、
将
来
巳
向
け
て
、
関
際
感
覚
の
豊
か
な
¥

高
級
指
向
の
海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
地
を
構
築
し
て
い
き
だ
い
。
そ

の
定
め
に
、
現
在
の
観
光
の
核
で
あ
り
、
大
洗
港
を
中
山
と
し

だ
閤
辺
環
境
に
大
き
な
変
化
を
与
え
だ
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
や
県

立
大
洗
海
浜
公
菌
、
県
道
大
洗
璽
溜
線
な
ど
と
、
整
合
性
の
あ

る
、
マ
リ
|
ナ
等
観
光
開
発
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
と
開
時

に
、
地
域
内
の
骨
格
道
路
で
あ
る
、
大
洗
港
杉
の
下
線
、
鉛
渡

大
洗
線
、
大
洗
友
部
線
、
長
田
大
洗
線
等
の
整
備
促
進
を
闘
っ

て
い
き
だ
い
。

重
に
、
現
在
建
設
中
の
総
合
運
動
公
閤
体
奇
館
の
完
成
こ
け

ら
落
し
と
し
て

6
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
、
戸
マ
チ
ユ
戸
・

レ
ス
リ
ン
グ
・
戸
U

ン
戸
選
手
権
大
会
や
引
き
続
く

7
月
に
大
洗

文
化
セ
ン
タ
i
で
行
な
わ
れ
る
、
電
子
工
学
系
の
盟
際
学
術
会

議
等
を
成
功
に
導
く
だ
め
に
最
大
眼
の
努
力
を
払
い
な
が
ら
、

今
後
も
冨
際
色
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

み
せ
て
い
き
だ
い
。
旨
の
施
政
の
方
針
を
示
し
ま
し
だ
。

〔歳

費エ高
農林水産業費

160，947千円

消防費

193，271千円

費

561，086千円

地方議与税， ゴルフ土嘉手IJ
舟税交付金， 自動車取得
税交付金，交通安全対策
特別交付金，財産収入，
主宰附金， 利子苦手l交付金

750，646千円

生民

費手芸

図T

入〕

育5長
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3，440干丹

1，915千円

企業債償還言金

他のそ

1，485，140千円

692，328千円

568，689千円

0圏民健康保険事業

〈歳入〉富民健康保険税

国康支出金

197.619千円o桜道土地区画整理事業224，123千円的
山のそ

9，391千円

188，226千円

2千円

収入

金

他

入

の

(歳入〉財

1呆

そ

1，073，953干丹

44，477千円

345，737千円

(歳出〉保険給問費

老人保健拠出金

費務総

39，869千円費務(歳出〕事20，973干円他のそ

157，750千円費工

回
邸
内
出
超
@
塁
内
d
@槌

8汚完成に向け工事を急ぐ総合体育館

。
ツ
の

興

@ 

1，098.375千円0老人保健事業

〈歳入〉受払基金到寸金 o 。
盟2

。16.940千円

14.260千円

2.660千円

oサイクリングターミナル挙業769.107干円

業収入(歳入〉218，977干丹国庫吏出金

使用料及び手数料110，291千円他のそ

20干円他のそ1.098.071千円(歳出〉医療諸費

14.670干円費務(歳出〉総304千円他のそ

2.070千円費業

200千円他のそ500，503千円o水道事業

358.147千円(歳入〉営業収

9.639千円0公平委員会6.251千丹営業外収あ

9.089千円〔歳入〉分担金及び負担金32.830子持金担負

500千円
J〆¥、

泣工越繰8.050千舟金担分

50千円他のそ298，758千円〈歳出〉営業費用

の9.589千円費務(歳出〉総60.360子円営業外費問

50千円他のそ94.484千円建設改良費

40.480千円企業債償還金

268.959千円

50.000千円

o公共下水道事業

(歳入〉国庫吏出金

6，421干円{也のそ

56，959千円
J〆¥、

立工入繰55，439千円o地方卸売市場冷凍冷蔵事業

162，000千円{責町53，258千円〈歳入〉営業収益

262，982子同

5，477千円

500千円

(歳出〉公共下水道事業費

費

他

債

の

公

そ

2，181千円

48，067千円

2.017千円

営業外収益

(歳出〉営業費用

営業外費用

予?皐
基盤整備が完成した神山土地改良区の水間

67，761千円。大洗港建設事業負担金

o水田農業確立対策事業

197，619千円o桜道土地区画整理事業ヰ，023千円o語学指導外国青年招致事業

15.468千円14，400千円0都市下水路整備事業10.500干円o小・中学校諸施設整備

9，163千円0農業基盤整備事業

0漁業経営安定対策事業

242.280千円。下水道事業5，141千円0町民会鶴自主文化事業

7，722千円70.240千円o上水道整備事業10.000千円o第6ロアジコフレス.IJング笑行委員会負握金

7，493千円o水産加工業の振興46.000千円0国民健康保険事業繰出金410，072千円0総合運動公霞建設事業及び管理費

73.487千円。マリンタワー事業55.043干円0老人保健事業繰出金28，600千円ot也霊集会所建設事業

112，000千円

。ふるさと創生基金種立金 80，000千円
(63年度20.000千円とあわせて事業実施〉

0商工会事務所建設事業10，554千円0家庭奉仕員の派遣事業123，946千円o昭道整備事業

o夏通安全施設整備 18.195千円

恥
伊
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
!
と
淘
辺
緑
化
事
業

0老人福祉事業

険
景
観
を
変
え
た
「
袖
ケ
浦
陸
橋
」

ヰ，791千円

h
v
憩
い
の
散
策
路
、
夏
海
大
洗
線
の

バ
ッ
フ
ァ
ゾ

i
ン

h
v
繋
備
な
っ
た
海
浜
公
箇

h
v
完
成
し
た
「
新
町
会
館
」

総
工
費
2
千
6
3
0
万
円

建
築
床
面
積
1
9
8
附

集
会
室
・
利
支
2
(
川
山
畳
・
ロ
畳
)
・

調
理
室
・
ト
イ
レ

2
・
暖
冷
一
房
装
霞

施
工
(
有
)
秋
山
工
務
庖

恥
伊
飢
加
渡
地
区
に
「
道
下
集
会
所
」

総
工
費
i
千
5

5
万
円

建
築
床
面
積
6
7
・0
7
H川

和
室
(
初
畳
)
・
台
所
・
物
憲
一

ト
イ
レ

i

施
工
|
荻
沼
建
築
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日
本
経
済
が
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
頃
か
ら
、
外
国
人
に
対
す
る
B
本
人

の
閉
鎖
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
際
交

流
の
必
要
性
が
声
高
に
叫
は
れ
始
め
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て
国
際
交

流
を
地
域
活
性
化
の
目
玉
に
し
ょ
、
っ
と

す
る
自
治
体
も
多
く
現
わ
れ
(
例
千

葉
の
幕
張
メ
ツ
セ
)
、
今
や
全
国
の
自

治
体
問
に
お
け
る
各
種
の
国
際
大
会
・

会
議
の
誘
致
合
戦
は
、
し
烈
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
状
況
の
な
か
で
、
大
洗
と
い

う
地
方
の
小
き
な
町
が
第
6
回
ア
ジ
ア

ア
マ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
(
日
本

で
の
開
催
は
初
め
て
)
を
誘
致
し
た
わ

け
で
す
か
ら
、
全
国
か
ら
驚
き
と
羨
望

の
自
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

誘
致
の
キ
ツ
カ
ケ
は
、
竹
内
町
長
の

広
い
人
脈
で
し
た
。
ま
た
、
観
光
地
で

あ
る
が
ゆ
え
に
進
め
ら
れ
て
き
た
諸
施

らあ

設
の
整
備
が
、
「
結
果
的
に
国
際
大
会

を
開
催
す
る
た
め
の
要
件
整
備
に
も
な

っ
て
い
た
」
も
の
で
す
。

昨
年
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
選
考
会
が
東
京
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
竹
内
町
長
は
沼
尻
茨
城

県
ア
マ
レ
ス
協
会
長
の
橋
渡
し
で
会
場

に
招
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
ア
7

レ
ス
協
会
理
事
長
で
あ
る
笹
原
正
三
氏

か
ら
、
正
式
に
大
洗
町
で
の
開
催
を
依

頼
さ
れ
た
も
の
で
す
。

3
月
9
日
に
は
、
町
内
の
ホ
テ
ル
で

同
大
会
の
組
織
委
員
会
の
設
立
総
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
笹
原
理

事
長
を
始
め
と
す
る
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

関
係
者
、
町
側
か
ら
竹
内
町
長
・
和
部

議
長
、
田
口
教
育
長
他
、
石
井
藤
吉
郎

体
育
協
会
長
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

建
設
を
急
く
総
合
体
育
館
の
コ
ケ
ラ

落
し
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

6
月
初
日

食器名が蕃行賞を受賞*

お

道恕努力と

勇気じ輪予

お平成元年4月1日

住
み
由
民
い
地
域
社
会
の
条
件
と
は
何

で
し
ょ
う
。
立
派
な
公
共
施
設
・
華
や

か
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
・
幅
の
広
い
道

路
、
こ
れ
ら
大
都
市
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
都
市
整
備
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
一
番

大
切
な
も
の
は
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
人
々
の
「
人
間
性
L

な
の
で
す
。

人
々
が
、
何
ら
か
の
形
で
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
、
常
に
考
え
て
い
る
地
域

社
ム
五
。
こ
れ
が
理
想
で
す
。
そ
こ
か
ら

は
、
温
か
い
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の

泉
が
湧
き
た
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

3
月
刊
日
に
役
場
で
臼
年
度
の
青
少

年
善
行
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
L
た。

今
年
度
の
対
象
者
は
、

4
小
学
校
で

お
名
。
目
立
た
な
い
努
力
や
と
っ
さ
の

決
断
の
数
々
は
、
大
人
も
見
習
う
べ
き

行
動
で
し
ょ
う
。
こ
の
児
童
た
ち
が
成

長
し
、
前
町
を
背
負
っ
て
立
つ
頃
が
楽
し

み
で
す
。
ご
く
一
部
を
披
露
し
ま
し
ょ

う
。
(
敬
称
略
)

磯
浜
小
4
年
藤
倉
混
一
恵

。
日
援
の
夕
方
、
一
人
で
闘
犬
場
の
除

草
や
ゴ
ミ
拾
い
を
続
け
て
い
る
。

磯
浜
小
4
年
関
根
康
樹
・
大
津
博
之

設
立
総
会
で
あ
い
さ
っ
す
る
竹
内
町
長
。

右
隣
が
笹
原
E
本
ア
マ
レ
ス
協
会
長
。

か
ら
7
月
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
日

本
ア
7

レ
ス
協
会
の
話
し
で
は
、
ア
ジ

ア
日
ヶ
国
以
上
か
ら
は
ほ
制
人
の
参
加

者
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

町
民
各
位
の
ご
協
力
で
ぜ
ひ
と
も
成

功
さ
せ
、
国
際
交
流
で
は
「
一
歩
前
を

進
む
大
洗
L

と
一
一
一
口
わ
れ
た
い
も
の
で
す
。

同
5
年

入

野

浩

O
夏
休
み
3
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
海
浜
公
罰
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
女

の
子
が
テ
ト
ラ
に
つ
か
ま
り
溺
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
。
洋
服

の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
救
助
し
た
。

大
貫
小
4
年

小

沼

宏

子

。
耳
の
不
自
由
な
お
ば
あ
さ
ん
が
道
に

迷
っ
て
い
た
の
で
、
行
先
ま
で
予
を

引
い
て
送
っ
て
あ
げ
た
。

ム
M

善
行
賞
受
賞
者
大
右
記
を
除
く
i

〔
磯
浜
小
〕

3
年

大

内

美

紀

・

飛

田

周

平

4
年

小

国

里

美

・

窪

田

誠

〔
祝
町
小
〕

2
年

古

川

久

美

4
年
高
柿
有
紀
子

6
年
布
瀬
直
人
・
米
川
純
一

〔
大
賞
小
〕

4
年
木
村
和
加
子
・
大
足
光
子

6
年
荻
沼
千
栄
子

(
夏
海
小
)

5
年

藤

沼

真

由

美

・

猪

瀬

卓

大
内
教
子
・
米
川
祐
子

深
作
満
由
美
・
深
作
ま
り
子

清
宮
依
寿
美
園
川
上
美
子
恵

大
賞
智
則
・
矢
作
泰
志

6 
年

話〉
釣母、 i毎t
X鳥じ
のを込

i

i
今、

総
務
課
宛
に
、
一
通
の
お
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

『
茨
交
大
洗
ホ
テ
ル
下
の
岩
礁
で
の
出

来
事
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

二
月
二
十
九
日
は
良
い
お
天
気
で
し

た
。
日
本
野
鳥
の
会
茨
城
支
部
の
探
鳥

会
が
大
洗
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

岩
間
に
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
海
辺

で
の
探
鳥
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
山
に
居
り
ま
す
と
海
を
日
比
た
だ
け

で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
土
地
の
か
た
も

入
れ
て
二
十
五
1
六
名
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
リ
ー
ダ
ー
は
大
洗
原
研
の
武
田

勝
彦
き
ん
で
し
た
。
双
眼
鏡
を
の
ぞ
く

と
*
シ
ノ
リ
ガ
モ
が
い
ま
す
が
、
遠
い

の
で
護
岸
を
渡
り
近
づ
い
て
見
る
と
、

メ
ス
が
一
羽
。
す
ぐ
脇
の
山
石
に
は
オ
ス

メ
ス
が
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
二

羽
が
同
じ
レ
ン
ズ
に
入
る
な
ん
て
、
初

め
て
日
比
る
私
は
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
つ
り
糸
が
か
ら
ん
で
い
る
と

一
言
い
始
め
ま
し
た
。

ど
う
に
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
か

と
、
カ
モ
を
見
ら
れ
た
壊
し
さ
よ
り
救

助
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ー
中
略
!
武
自
さ
ん
が
「
僕
が
や

り
ま
す
し
と
こ
と
も
な
げ
に
言
わ
れ
、

着
替
え
は
じ
め
ま
し
た
。
泳
ぎ
に
は
自

信
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
れ
に

し
て
も
二
月
の
海
で
す
。
風
邪
で
も
ひ

い
た
ら
と
心
配
で
し
た
。
準
備
体
操
を

な
さ
り
海
に
入
っ
て
泳
い
で
岩
に
議
か

れ
ま
し
た
。
つ
り
糸
は
外
れ
ず
、
鳥
を

抱
き
片
手
で
泳
い
で
(
戻
っ
て
)
来
ま

し
た
。
皆
さ
ん
一
斉
に
拍
手
で
し
た
。

土
地
の
方
々
に
聞
か
れ
訳
を
話
す
と
、

「
良
い
こ
と
を
し
て
く
れ
た
。
オ
レ
ら

も
鳥
を
見
て
漁
場
を
決
め
る
か
ら
、
由
一
岬

は
大
事
に
し
て
る
ん
だ
よ
。
あ
た
ん
に

ゃ
。
」
と
焚
火
を
ど
ん
ど
ん
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
(
シ
ノ
リ
ガ
モ
は
)
つ
り
針

が
首
に
刺
さ
り
、
糸
が
首
と
足
に
か
ら

ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
で
ど

う
に
か
外
し
て
や
り
ま
し
た
。

キ
ふ

I
l
l
1
1

大
洗
海
岸
の
現
在
の
環
境
の
良
さ
は

宝
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
岩
場
に

は
つ
り
糸
が
網
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て

居
り
ま
す
。
環
境
保
護
に
対
す
る
行
政

面
で
の
努
力
を
期
待
し
ま
す
。
五
月
に

は
、
あ
の
岩
礁
に
珍
し
い
サ
ギ
が
飛
来

し
ま
す
。
ま
た
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
居
り
ま
す
。

か
し
こ

西
茨
城
郡
岩
間
町
久
保
木
清
子
』

現
場
付
近
の
岩
場
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
お
手
紙
の
と
お
り
ナ
イ
ロ
ン
糸
が

し
お
り
貝
に
ひ
っ
か
か
り
、
ま
る
で
ク

モ
の
巣
の
よ
う
な
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。

ピ
カ
ツ
と
光
る
の
は
釣
針
で
し
た
。

見
え
る
所
が
こ
の
有
様
で
は
、
海
中

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

心
な
い
釣
り
人
は
様
々
な
物
を
捨
て

て
い
き
ま
す
。
糸
、
針
は
勿
論
ナ
イ
ロ

ン
袋
、
缶
類
、
余

っ
た
オ
キ
ア
ミ
な

ど
。
そ
れ
ら
が
鳥

類
を
は
じ
め
海
岸

の
生
物
に
与
え
る

被
害
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
「
最
近
は
釣
れ

な
く
な
っ
た
」
と

ぼ
や
く
釣
師
た
ち
。

軸哩伊

弘盛嗣

武
田
芯
ん
の
手
に
し
た
カ
モ
か
ら
釣
糸

が
黍
れ
て
い
る
。

そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
モ
ラ
ル
の
低
下

と
い
う
自
分
た
ち
の
責
任
で
あ
る
こ
と

に
早
く
気
付
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す。
武
田
き
ん
始
め
、
野
鳥
の
会
の
皆
さ

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
シ
ノ
リ
カ
モ
に

な
り
代
わ
り
感
鉛
申
し
上
げ
ま
す
。

*
一
ン
ノ
リ
ガ
モ
}

ガ
ン
カ
モ
科
・
冬
鳥
体
長
幼
叩
程
度

岩
礁
の
多
い
荒
磯
に
小
群
で
す
み
、
湾

水
し
て
貝
類
を
と
る
。
低
空
を
ま
っ
す

ぐ
飛
ぶ
の
が
特
徴
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
例
年
2
月

日
日
か
ら
3
月
日
目
に
な
っ
て
い
ま
す
句

毎
年
、
早
め
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
ギ

リ
キ
リ
に
な
っ
て
か
ら
税
務
課
を
訪
れ

る
方
が
多
く
、
今
年
の
ピ
!
ク
は
3
月

日
日
の
約
捌
人
で
し
た
。
「
持
は
金
な

り
」
。
来
年
こ
そ
待
ち
時
間
の
な
い
早

期
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩に絡まる釣糸。鳥類には大敵。

お
お

ら

銀ド
後
藤
亀
泉
選

後
輩
に
後
事
φ

信
託
し
卒
業
す

角
一
前
原
車
一
育
嵐

〔
評
〕
部
活
動
の
生
徒
で
あ
ろ
、
っ
。

材
質
雪
の
功
成
っ
て
卒
業
の
臼
を
迎
、
え

た
。
部
活
に
も
存
分
の
働
き
を
し
た

レ
知
だ
が
、
尚
心
に
残
る
事
も
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
巣
せ
な
か
っ

た
夢
を
後
輩
に
託
し
て
学
校
を
去
ろ

う
と
し
て
い
る
。

ニ

字

句
東
風
強
し
空
の
盟
問
さ
安
深
め
つ
つ

明
神
町
小
松
崎
藤
士
口

〔
評
〕
古
来
春
の
い
な
さ
は
く
ろ
が

ね
も
徹
す
と
一
言
わ
れ
る
。
寒
流
を
吹

さ
す
が

き
渡
っ
て
く
る
東
嵐
は
流
石
の
漁
師

も
帥
昨
日
切
す
る
鋭
き
を
秘
め
て
い
る
。

反
菌
大
気
の
浄
化
作
用
も
相
当
の
も

の
で
あ
る
。
漁
に
携
わ
る
作
者
が
肌

身
に
泌
み
て
感
得
し
た
空
の
青
さ
で

あ
ろ
、
つ
。

首
の
鈴
鳴
ら
し
て
通
ふ
猫
あ
は
れ

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
ま
だ
寒
も
明
け
や
ら
ぬ
内
か

ら
恋
に
通
、
つ
猪
の
鈴
が
聞
、
ザ
議
め
た
。

何
処
の
飼
猫
で
あ
ろ
う
か
、
鳴
声
は

少
し
耳
障
り
だ
が
寒
気
を
震
わ
す
よ

う
な
鈴
の
音
に
は
哀
れ
き
を
感
じ
き

せ
ら
れ
る
。

さ
え
ず
川噂
の
始
ま
っ
て
を
り
出
勤
す

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
出
勤
の
為
早
朝
一
戸
外
に
出
る

と
裏
山
の
梢
で
は
も
う
娠
か
に
小
鳥

が
噂
り
始
め
て
い
る
。
ま
だ
肱
を
刺

す
よ
う
な
朝
の
大
気
の
中
に
も
確
か

に
泰
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
駅
に
向
か
、
っ
。

ぽ
つ
ぽ
つ
と
春
め
く
沖
の
漁
れ
る
火

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
沖
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
漁
り
火
が

き
ら
め
く
。
漁
り
火
も
そ
れ
を
包
む

沖
の
聞
も
伺
か
し
ら
春
め
い
た
気
配

の
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

筆
の
穂
を
立
て
た
る
ご
と
し
黄
水
仙

祝

町

今

川

、

7
め

〔
評
〕
世
の
中
に
は
患
い
も
か
け
ぬ
物

陪
志
が
オ
ヤ
ッ
と
思
う
程
似
て
い
る
こ
と

が
よ
く
存
在
す
る
。
作
者
は
明
日
に
も

開
こ
う
と
し
て
い
る
黄
水
仙
の
奮
を
筆

の
穂
先
の
ふ
く
ら
み
に
見
立
て
た
の
だ
。

大
霞
し
て
筑
波
嶺
の
い
づ
こ
と
も

祝

釘

今

川

良

〔
評
〕
二
閣
の
春
穫
の
中
に
沈
ん
で
し

ま
っ
た
筑
波
山
。
県
民
の
等
し
く
誇
り

と
す
る
名
峰
を
今
日
仰
ぎ
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
の
が
気
怒
り
な
の
で
あ
る
。

虫
穴
を
出
で
て
叩
}
の
世
の
風
に
会
ふ

東

光

台

泉

き

ょ

〔
評
〕
永
い
冬
眠
か
ら
目
覚
め
地
中
か

ら
出
て
き
た
虫
。
穴
を
出
た
途
端
ま
ず

出
会
う
の
が
こ
の
世
の
冷
た
い
嵐
で
あ

る
。
虫
の
前
途
も
多
事
多
難
で
あ
る
。

春
の
震
い
つ
と
は
な
し
に
止
み
て
を
り

爽

光

台

大

川

た

か

魚
は
ね
て
川
の
春
光
綻
び
ぬ

新

町

岸

和

国

和

子

暫
く
は
鷺
の
影
落
つ
春
田
か
な

髭

釜

川

崎

よ

し

康

初
音
そ
こ
こ
こ
に
聞
き
つ
つ
山
散
歩

明

神

町

白

田

一

郎

草
務
の
ま
づ
日
当
り
し
一
と
処

重

海

大

賞

千

代

子

ニ
ン
月
の
木
々
の
鼓
動
と
い
へ
る
も
の
宮

髭

釜

稲

凶

営

問

穂

白
梅
の
香
の
ひ
ろ
ご
れ
る
子
町
一
一
寸
の
圏

磯

浜

飛

田

晃

江

日
を
泌
び
て
今
紅
梅
の
花
一
二

明

神

町

問

中

勝

校

き
ら
き
ら
と
司
当
っ
て
き
し
霜
柱

髭

釜

小

林

よ

し

子

木
枯
の
止
日
開
き
な
が
ら
網
を
す
く

永

軒

石

塚

芳

夫
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首歯園園園睡

進
行
中
・
構
想
中
の
各
撞
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
概
要
を
説
明
し
た
パ
ネ
ル
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
製
作
費
は
約
制
万

円。

(5)第208号

こ
の
ほ
ど
設
還
さ
れ
た
装
遣
の
テ
!

?
は
「
大
洗
の
原
子
力
と
地
域
開
発
L

。

当
町
を
語
る
と
き
原
子
力
事
業
所
の
存

在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
と
現
在

永
町
の
ひ
じ
り
保
育
関
(
桜
井
清
閤

長
)
で
は
、
去
年
の
5
月
か
ら
月
2
回

「
正
課
体
古
河
L

の
時
間
を
設
け
て
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
内
容
は
サ
ッ
カ
ー
-

と
ぴ
箱
・
鉄
棒
・
組
体
操
・
マ
ッ
ト
運

動
な
ど
多
種
目
に
わ
た
り
ま
す
。

普
通
、
保
育
は
遊
び
の
延
長
の
た
め

「
鉄
棒
の
嫌
い
な
子
は
、
鉄
棒
に
近
寄

日展で「特選」を

受賞した平戸育郎

さん (48歳)

日
展
(
日
本
美
術
展
覧
会
)
は
、

明
治

ω年
に
文
部
省
が
主
催
し
た
文

展
を
ル

l
ツ
と
す
る
権
威
あ
る
日
成
覧

会
で
、
毎
年
日
月
に
上
野
の
都
立
美

術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
中
で
美
術
を
担
当
す
る
平
戸
先

生
は
、
今
ま
で
ロ
囲
も
日
田
氏
で
入
選

し
て
き
た
言
わ
ば
か
常
連
8

で
す
が
、

昨
年
秋
に
出
品
し
た
塑
像
「
爽
嵐
」

で
つ
い
に
特
選
を
獲
得
し
ま
し
た
。

作
品
の
意
図
は
「
若
い
女
性
の
清
々

し
き
と
優
し
さ
を
表
現
し
た
」
と
の

り
も
し
な
い
。
」
と
い
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
か
体
育
の
時
間
。
と
し
て
罰

児
全
員
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
の
が
正

課
体
育
で
す
。
(
月
2
閤
)

取
材
の
日

(
3
/
7
)
は
雨
天
の
た

め
、
室
内
で
跳
び
箱
を
し
て
い
ま
し
た
。

タ
テ
置
き
の
4
段
に
い
ど
む
子
供
た
ち

の
表
情
か
ら
は
、
(
経
験
の
あ
る
方
な

こ
と
。た
い
へ
ん
な
快
挙
で
す
が
、
今
ま
で

と
作
風
が
変
わ
っ
た
と
か
何
か
の
要
因

が
あ
っ
た
の
で
す
か
?
と
聞
く
と

「
強
い
て
言
え
ば
(
年
齢
の
せ
い
か
)

自
然
体
で
製
作
に
望
め
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
か
な
。
気
負
い
が
あ
る
と
ダ
メ

で
す
ね
」
と
の
返
事
。
知
ら
せ
を
聞
い

た
周
囲
の
方
は
ど
う
で
し
た
か
?
に
は

「
生
徒
が
お
め
で
と
っ
と
一
寄
っ
て
く
れ

た
。
家
族
は
特
に
何
も
一
一
言
わ
な
か
っ
た

が
、
(
製
作
の
)
苦
労
を
知
っ
て
い
る
の

ら
お
わ
か
り
の
)
少
し
の
怯
え
も
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

桜
井
園
長
談
「
指
導
は
埼
玉
か
ら
ヤ
専

門
家
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
、
司
ケ
ガ
を
し
な
い
で
体
育
が

指
導
で
き
る
方
法
が
あ
る
な
ら
ば
』
と

考
え
て
始
め
た
ん
で
す
が
、

A
7
で
は
ほ

と
ん
ど
の
園
児
が
(
鉄
棒
の
)
逆
上
が
り

が
で
き
る
(
ノ
)
よ
う
に
な
っ
た
の
で
喜

ん
で
い
ま
す
。
中
に
は
、
空
中
回
転
が

で
き
る
男
の
子
が
い
る
ん
で
す
よ
。
」

そ
う
い
え
ば
、
日
本
の
体
操
が
勝
て

な
い
の
は
英
才
教
育
が
遅
れ
て
い
る
と

か
。
正
し
い
指
導
を
行
、
え
ば
恐
怖
感
も

な
く
な
る
と
い
う
良
い
例
が
、
元
気
に

刀
開
脚
と
ぴ
越
し
。
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
、
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。
」
と
の
一
言

葉
に
、
人
知
れ
ぬ
努
力
の
一
端
を
か
い

ま
見
ま
し
た
。

日
本
彫
刻
会
会
員
で
、
県
展
の
審
査

員
も
務
め
る
平
一
戸
先
生
。
生
徒
に
開
く

と
、
口
を
揃
え
て
「
優
し
い
先
生
で

す
。
」
と
の
答
え
は
、
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー

こ
の
コ

i
ナ
i
は
、
町
民
の
方
々
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
記
事
を
掲
載
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
広
報
公
聴
室
ま
で

お
届
け
下
さ
い
。
(
写
真
添
付
)

今
回
は
、
明
神
町
9
区
の
秋
山
庄
兵

衛
さ
ん
か
ら
の
提
供
記
事
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。
去
る
2
月
四
日
(
日
)
、
県
武
道
館
で

県
柔
道
連
盟
主
催
に
よ
る
第
認
回
観
梅

柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
」
か
ら
は
同

名
が
参
加
し
、

1
1
4
年
生
は
一
回
だ

け
の
試
合
で
し
た
が
勝
率
は
8
割
で
し

た。

5
・
6
年
生
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
、
当
ク
ラ
ブ
所
属
の
高
梨
由
香
(
磯

小
・
写
真
の
柔
道
着
)
が
、
女
子
5
年

の
部
(
誌
名
出
場
)
で
見
事
優
勝
し
、

県
下
柔
道
界
の
名
門
大
洗
町
の
意
地
を

日
比
せ
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
渡
辺
喜
了
高
橋
忠
幸
・

小
沼
福
松
・
荻
沼
修
・
野
上
栄
一
・
小

野
瀬
克
好
・
田
口
敏
明
の
諸
先
生
が
、

家
庭
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
ク
ラ
ブ
創

に
柔
和
な
表
情
の
外
見
そ
の
ま
ま
。
一

今
年
の
秋
も
、
連
続
特
選
を
目
指
一

し

頑

張

っ

て

下

さ

い

。

百

ご
自
宅
は
勝
田
市
東
石
川
で
、
奥
時

さ
ん
と
大
学
生
・
専
門
学
校
の
娘
さ

ん
の
4
人
家
族
。

塑
像
「
爽
風
」
(
吉
岡
さ
剛
山
間
・
石
膏
製
)

立
以
来
3
年
間
、
熱
心
に
指
導
さ
れ
た

賜
物
で
あ
り
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
柔

道
精
神
で
、
道
徳
心
の
高
揚
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
今
後
と

も
絶
大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
長

秋
山
庄
兵
衛
記

一
、
掛
時
計

i
台

大
野
村
小
志
崎
六
一
ニ
四
日
向
寺
信
幸
殿

(
以
上
夏
海
小
学
校
へ
)

一
、
金
印
万
円

那
珂
湊
市
海
門
町
一
i

一八一口

根
本
光
雄
殿

(
社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て
)

一
、
参
考
書
お
冊

成
田
町
三
一
一
一
六
大
谷
久
美
子
殿

一
、
防
球
ネ
ッ
ト
一
式

一

、

校

旗

一

式

夏
小
6
年
生
保
護
者
一
同
殿

一
、
応
援
用
た
れ
幕

成
田
町
一
ニ
宜

一式
米
川
朝
一
殿

一
、
学
校
名
表
一
不
用
棒
板

神
山
町
九
一
一
一
加
藤

カ枚
殿

宏
美
さ
ん
は
、
恵
泉
保
育
閣
の
保
母

き
ん
。
チ
ビ
ッ
コ
相
手
に
圏
内
を
駆
け

ま
わ
る
毎
日
で
す
。
ス
カ
ー
ト
な
ん
か

は
い
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
と
一
言
う
ジ
ー
ン

ズ
姿
は
、
那
珂
湊
一
高
で
陸
上
部
だ
っ

た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
か
な
り
キ
マ
ツ

テ
い
ま
し
た
。
(
気
持
太
め
か
?
)

常
磐
短
大
幼
児
教
脊
科
を
卒
業
後
、

水
戸
の
保
育
闘
で
一
年
間
研
修
を
積
み
、

昨
年
4
月
か
ら
お
母
さ
ん
と
一
緒
の
今

の
職
場
に
。

Q
、
子
供
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
。

「
お
し
ゃ
ま
な
女
の
子
が
ケ
ン
カ
の
仲

裁
を
す
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
私
よ
り

上
手
な
ん
で
す
勺
(
同
年
齢
な
の
に
)
ま

る
で
年
上
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
ダ
メ

ヨ
と
一
言
っ
て
諭
す
ん
で
す
。
あ
の
シ
キ

リ
の
む
臼
き
に
は
ど
ツ
ク
リ
で
す
ね
。
L

Q
、
今
一
番
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
。

「
ス
キ
ー
で
す
ね
。
あ
だ
た
ら
高
原
他

に
年
3
田
ほ
ど
行
き
ま
す
。
」

Q
、
他
に
ス
ポ
ー
ツ
は
し
て
い
ま
す
か
。

「
体
協
の
パ
ス
ケ
に

入
っ
て
週
2
回
練
習

に
通
っ
て
い
ま
す
。
」

Q
、
仕
事
を
離
れ
た

時
の
楽
し
み
は
。

「
友
達
の
家
に
集
ま

っ
て
の
オ
シ
ャ
ベ
リ

で
す
。
で
も
、
た
ま

第
ロ
回
オ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
大
会

が、

2
月
日
日
(
日
)
大
賞
小
学
校
に
部

組
制
名
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

〔
小
学
女
子
〕
川
上
美
千
恵
・
大
震
直
(

一
、
金
叩
万
円

磯
浜
町
一
口
九
七
加
藤
理
殿

(
消
防
車
輔
基
金
と
し
て
)

一
、
金
初
万
円

大
賞
町
六
四
桧
山
清
春
殿

(
観
光
施
設
警
備
事
業
へ
)

一
、
方
位
盤
(
台
座
付
)

i
基

塩
崎
誠
外
3
名
殿

一
、
樹
木
日
本

磯
浜
町
五
二
七
六

梶 i 永
隈本弁

巴
日
山
叉

市
叫
戸
川
目

m炉

一
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

磯浜町九一一一六一一一

一
、
石
油
ス
卜

i
ブ

2
台

磯
浜
町
七
一
五
大
里
全
殿

(
以
上
磯
浜
小
学
校
へ
)

一
、
日
本
現
代
文
学
全
集
お
巻

磯
浜
町
六
回
一
五
一
寺
門
昭
一
一
一
殿

(
中
央
公
民
館
図
書
館
へ
)

明
殿

弓
1
時
間
4
分
〔
小
学
男
子
〕
栗
橋

信
之
・
名
雪
実
・
川
上
稔
・
黒
沢
周
次
・

鈴
木
章
弘
1
時
間
4
分
〔
中
学
女
子
〕

高
僑
照
美
・
図
上
映
子
・
関
根
典
子
2

時
間
訂
分
〔
中
学
男
子
〕
秋
山
裕
之
・

西
野
克
1
時
間
口
分
〔
家
族
〕
白
土
康

夫
1
時
間
日
分
〔
一
般
〕
鴨
川
道
弘
・

関
根
正
治
1
時
間
出
分

越
金
碑
の

蟻

幕

式

3
月
3
8
(
金
)
、
県
営
園
場
撃
備
事

業
神
山
改
良
区
の
竣
工
に
伴
、
つ
記
念
碑

の
除
幕
式
が
、
同
区
第
2
機
場
(
ポ
ン

プ
場
)
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
清
宮
正
理
事
長
他
の
役

員
や
国
・
県
・
町
・
議
会
関
係
者
、
工

事
関
係
者
な
ど
多
数
が
出
席
し
、
高
さ

約
M
m
イ
ン
ド
産
黒
み
か
げ
石
の
碑
に

玉
率
を
捧
げ
て
完
成
を
祝
う
と
と
も
に

豊
作
を
祈
念
し
ま
し
た
。
(
写
真
は
和

田
町
議
会
議
長
)

に
は
水
戸
の
カ
フ
ェ
パ
!
に
繰
り
出

し
て
気
取
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

レ
品
。
」

Q
、
で
は
、
最
後
に
結
婚
時
期
と
理

想
の
男
性
像
を
伺
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
温
か
み
の

あ
る
人
が
好
き
で
す
。
そ
う
で
す
ね
、

結
婚
は
お
歳
位
ま
で
に
し
た
い
で
す

ね。」
守
本
人
を
見
た
い
と
思
う
諸
君
。
親

戚
の
子
供
を
ダ
シ
に
し
て
行
く
の

も
一
考
で
は
あ
る
:
・
:
。

「え
i
と
次
は
:
:
:
」

第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
。



第208-l号 (6)~"\ らあおお

人権法務椙談所(無事前tJ'開設されます
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水戸地方法務局・水戸人権擁護委員協議会

0どうぞお気軽に相談下さい。

平成元年4月1日

このよう怠場合!こ

ご相談下さい。

昔
盟
問
醐
V
車
問
ゆ
鯵
v

の
閥
会
吋
鞠
品
開

一
、
金
2
千
8
3
5
円

関
東
銀
行
大
洗
支
底
殻

(
ロ
ビ

i
自
販
機
収
入
ロ
・

1
月
分
)

一
、
金
加
万
7
千
円

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
・
高
橋
勝
成
殿

(
寵
工
会
青
年
部
、
王
山
恨
の
講
演
会
謝

礼
金
を
全
額
寄
附
し
た
も
の
)

3
/
2
町
長
室
を
訪
れ
た
青
年
部
役
員

人権侵害
相続@扶養層型

苦々龍窃安子島@お腐らも事録

圃圃圃
一一 4用21自 ---4用30B一一一

土地境界

借地@借家結婚@離婚〔
増
加
す
る
乗
物
盗
〕

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
盗
難
事
件
は
、
昭
和
臼
年
中

県
内
で
8
千
9
8
4
件
、
水
一
戸

署
管
内
で
も
1
、
2
0
3件
発
生

し
て
お
り
、
前
年
比
で

2
%も

増
加
し
て
い
ま
す
。
盗
難
車
は

強
盗
・
テ
ロ
・
ひ
っ
た
く
り
な

ど
他
の
犯
罪
の
か
足
。
と
さ
れ

が
ち
で
す
。

愛
車
を
犯
罪
に
利
用
さ
れ
な

い
た
め
に
次
の
こ
と
を
励
行
し

ま
し
ょ
、
っ
。

〔
自
動
車
〕

キ
!
の
抜
取
り
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
、
貴
重
一
口
聞
を
霞
か
な
い
。

〔
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
〕

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
・
錠
の
ニ

ヰ
裂
が
け
、
放
置
し
な
い
、
紡
犯

登
録
を
す
る
。

〔
駐
車
場
〕

夜
間
照
明
の
設
道
、
入
口
扉

や
錠
の
取
り
付
け
、
見
回
り
。

〔
少
年
の
非
行
防
止
に
協
力

寝込

。
練
習
場
所

大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
申
し
込
・
問
い
合
わ
せ
V

磯
浜
町
7
8
4

宮
町

i
3
3
6
8

江

口

洋

を〕

夜
遊
び
・
無
断
外
治
・
バ
イ

ク
な
ど
の
無
免
許
運
転
が
、
万

引
き
・
シ
ン
ナ
ー
乱
潟
な
ど
に

発
展
す
る
ケ

l
ス
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

0
7下
供
を
放
任
し
な
い
、
対
話

を
通
じ
普
段
の
生
活
を
良
く

知
る
。
ま
た
職
場
・
社
会
で

も
、
「
大
人
が
社
会
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
手
本
を
示
す
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
環
境
の

浄
化
に
努
め
、
非
行
訪
止
に

対
す
る
「
社
会
の
健
全
な
白
」

を
育
て
ま
し
ょ
う
。

〔
懇
質
萄
法
に
ご
用
心
〕

高
齢
者
な
ど
の
、
大
切
な
財

産
を
狙
、
つ
悪
質
商
法
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

O
甘
い
一
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
ず
、

ハ
ッ
キ
リ
と
断
わ
り
ま
し
ょ

う
。
不
用
意
に
印
鑑
を
渡
し

た
り
、
口
約
束
す
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
、
7
0

官
印
ー
ー

1
2
2
7

長

谷

川

良

雄

※
な
お
、

4
月
訪
日
(
呂
)
問
7
時
か
ら

の
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
で
の
総

会
で
も
入
会
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

大
賞
町
9
8
4

出生 8人

死亡13人

転入41人

転出37人

時の人間と盟帯
(3月 i日現在)

人口 21，263人(-1) 

男 10，492人(-1) 

女 10，771人(::1:0)

世帯数 6，176戸(+2) 

う
ま
い
話
に
は
、
必
ず
落
と

し
穴
が
あ
る
も
の
で
す
。

防
犯
協
会
水
一
戸
支
部

水

戸

警

察

署

⑧撃劃ZO、ソヴ
レてか五

剣
士
募
集

団
体
名

i
大
洗
浩
気
館

i
、
募
集
対
象
者

町
内
の
小
学
校
に
疫
学
し
て
い
る

児
童
(
男
・
女
)

2
、

運

営

費

月
額

2
、
0
0
0
円

(
入
会
金
3
、
0
0
0
円
)

3
、

練

習

日

週
2
国
(
月
・
金
)

午
後
7
時
i
8
時
部
分
ま
で

4
、
練
習
場
所

大
洗
一
中
格
技
場
内

5
、
運
営
状
況

O
各
種
剣
道
大
会
へ
の
出
場

。
そ
の
他

6
、
申
し
込
み
先
(
問
い
合
せ
先
)

中
単
一
一
円
道
男
磯
浜
町
2
4
0
3

(訂

)
7
1
8
9

遠

藤

清

磯

浜

町

4
3
4

(訂

)
5
8
9
7

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

(1.1月現在)

~ 本 年 前年間期 増減数

発生件数 8 ( 8) 10 (10) 2 (-2) 

死者数 3 ( 3) o ( 0) +3  (+3) 

負傷者数 10 (10) 11 (11) -1 (-1) 

大洗町における交通事故の発生状況

)内は平成元年 1月からの累計です。※( 

(H，1.3，16現在)

害罪健局 開始時間 {縫 毒事 名 開催場所 催 著草 内 骨r.，+." 

2 日(日) 13 : 00 ふるさと茨城の民謡民舞大会 ホー/レ 大洗本場磯節保存会主催による民謡民舞大会

1268日{呂)，日21日掛働， 10 : 00 コーラス練習会 中会議室 コールきさなみ主催によるコーラス練習会

16 日(日) 10: 00 ピ ア ノ 発 表 会 ホール ふじの会主催によるピアノ発表会

20 B (本) 13: 00 新任者研修主主施校連絡協議会 ホール 茨城県教育庁指導課主催による会議

26 B 取付 9 : 00 運転免許更新特言葉習会 大会議室 時水講戸地習会区交通安全協会主催による運転免許更新

〈
連
想
ク
イ
ズ
〉

こ
と
無
か
れ
主
義
・
ク
サ
イ
も
の
に

は
フ
タ
・
前
例
尊
重
、
こ
の
三
つ
か
ら

思
い
浮
か
ぶ
の
は
何
で
す
か
?

た
と
え
少
数
で
も
「
行
政
」
と
か
「
公

務
員
」
と
答
、
え
た
人
が
い
た
ら
、
私
達

は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
特
に
広
報
紙
を
お
届
け
し
て
い
る

者
と
し
て
は
尚
更
で
す
。

『
伎
民
が
知
り
た
い
情
報
を
提
供
す

る
』
の
が
広
報
紙
の
大
き
な
務
め
。
そ

れ
で
な
け
れ
ば
、
読
む
気
に
も
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
読
ま
れ
な
い
広
報
紙
ほ

ど
、
税
金
の
ム
ダ
使
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
広
報
公
聴
室
へ
「
こ

ん
な
こ
と
を
取
り
上
げ
て
く
れ
」
の
要

望
を
下
さ
い
。
適
当
な
も
の
で
あ
れ
ば

最
大
限
の
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

(
T
-
K
)
 

過密J2区

稲石 蹟ちゃん

( 5ヶ月)

ンター

去さよ

4 4 4 4 4 4 4 4 fl 
/ / / / / / / / / 
(本)20(月)17 幽 14附 13(水)12 (刈 II(本:)6 (水)5 臼

母 母 母
骨診査量
母 手し 破寺斎

事歳 子 子 子 傷テ日

ノ¥ 子 保 {来 保 児 風手咳
力 一署長健 健 及 健月 中日

談相()' 
{健
主|子i要方? 健 教 教 教
名~~ 三a災k z豆ι三t ヰ{ 巨 室 雪院入ヨシ 種

1 (母 妊 妊 成 妊 生生 生
歳 都A.品[1二 娠 娠 人 娠 後後 後
6 に及 6 6 

病患
6 6 2 24 

立すカ よUご カ カ カ カカ カ

月
エi子E芋幼児L 
月 月 者 月 月月 月

σ〉 及 I I 
誕 9 9 ()' 9 7 3 48 

象生

場合あるも

カ カ カ カカ カ

に 月 月 時生 月 月月
未月逢 iJ) グ〉 f主 σ〉 iJ)グ〉

し
初産 初産 民 初ilE 者者 i前 名Tこ σ〉

者 すま σ〉 iJ) !7) 者
者 者 者

l 9 l 10 l l 1 1 

付苦時寺主
2 a寺 lU寺 3 a寺 2 a寺 2 a寺 3 a寺 2時 2 罰寺待。。 時30時30待。。 時00待30員寺00時15
00分 30分 30分 00分 00分 30分 00分 15分
分 分 メ51、 分 分 分 分 分

間

※主なf崖しのみです。詳しくは文化センター怨66-24llへお照会わせ下さい。

「
機
能
開
出
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
4
月
日
日
同

0
4
月
比
日
制
回

0
4
月
四
日
間

0
4
月
泣
日
樹

0
4月
目
白
川
W

0

4
月
刊
ω
日
樹

民
大
洗
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
大
洗
町
体

育
協
会
)
で
は
、

1
9
8
9
年
度
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ

ュ
i
ル
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

初
心
者
の
方
も
初
級
以
上
の
方

も
、
テ
ニ
ス
技

f

術
の
向
上
が
図

1

司

j
f
I
h

れ

る

よ

う

な

ク

ム

ラ

ブ

を

目

指

し

網

棚

繍

て
い
ま
す
。

。

会

費入
会
金
子
円
年
会
費
6
千
円

。
練
習
日
毎
日
曜
日
脚
9
持
j
問
1
時

毎
火
曜
日
開
3
持
i
附

5
時

ギ
八

保
健
婦
の
霊
童
相
豆
喜
一
豆
一
三
=
一
=
一
喜
一
雲
喜
一
霊
童
一
雲
雲
間
一
霊
一
喜
一
霊
童
話
吾
妻
一
否

@ 

i
「
花
粉
症
」
を
考
え
る

i

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
桜
の
開
花
だ
よ

り
が
聞
か
れ
、
い
よ
い
よ
か
春
本
番
。

と
い
っ
た
所
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

一
部
の
方
は
憂
う
つ
な
毎
日
を
お
過

ご
し
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
花
粉
症
」
名
前
は
す
て
き
(
?
)
で

す
が
、
当
の
本
人
に
し
て
み
れ
ば
鼻

づ
ま
り
・
鼻
み
ず
・
く
し
ゃ
み
・
自

の
か
ゆ
み
・
一
仮
・
ぜ
ん
怠
・
咳
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
る
と
頭
痛
・
関
節
痛
・

め
ま
い
・
吐
き
気
と
い
っ
た
全
身
的

な
症
状
も
現
わ
れ
ま
す
。
原
因
は
も

ち
ろ
ん
花
粉
で
す
が
、
こ
れ
も
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
・
シ
ラ
カ
ン
バ
・
ヨ
モ
ギ
・

ブ
タ
ク
サ
と
何
種
類
か
あ
り
ま
す
。

日
本
で
最
も
多
い
ス
ギ
花
粉
は
、

3

月
か
ら
5
月
に
か
け
て
が
飛
び
散
る

ピ
l
ク
で
し
ょ
う
か
。
特
に
乾
燥
し

た
風
の
あ
る
日
は
要
注
窓
で
す
。

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
4
月
4
8
附
専
門
療
法
士
来
所

0
5
月
2
8
ω

専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
前
保
健
セ
ン
タ

i

訓
練
対
象
樟
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

@ -
最
近
は
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
と
一

緒
に
花
粉
の
飛
散
予
報
も
や
っ
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
、
明
日
の
行
動
の
め
や

す
と
し
て
利
用
す
る
と
良
い
か
と
思
い

ま
す
。花
粉
症
の
方
は
、
花
粉
を
吸
い
こ
ま

な
い
予
防
が
大
切
で
す
。
完
全
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
か

け
る
な
ど
で
す
。
症
状
が
出
て
し
ま
っ

た
ら
、
病
院
が
処
方
し
た
薬
で
抑
え
ま

す
。
ま
た
、
花
粉
が
飛
ぶ

1
j
2
ヶ
月

か
ら
内
服
を
始
め
る
事
前
予
防
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
外
へ
出
て
お
も
い
っ
き
り
春

を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

ブタクサ


